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９月定例会報告

一般会計補正予算の主なもの

平成30年９月第４回定例会は９月４日から

９月26日までの23日間開催しました。

一般会計補正予算
３億7,944万8千円　増額可決

(補正後の総額は186億6,070万7千円）

教育用コンピューター

管理費（電子黒板購入）

委員長

委　員

副委員長

1,104万1千円

宮﨑  　保

大塚  則男・平田  清吉・西  信八郎
本村  令斗・村上  恵一

宮原  将志

まち・ひと・しごと
総合交流館施設改修工事費
(温泉施設トイレ改修、フェンス新設等 )

890万8千円

マンホールトイレ
整備事業
(建屋本体・
　　便器購入等 )

480万円

決算特別委員会を設置しました
　９月定例会最終日に、平成29年度の決算を審査する決算特別委員会を設置しまし

た。委員会は閉会中に審査を行い、12月定例会で結果を報告します。

防災用
トイレ

・ 地区公民館施設整備費補助金　88万5千円

　　大畑麓町、浪床町、宝来町の３公民館の施設整備

に対する補助金です。

・ 非常備消防費　45万4千円

　山間部等における初期消火に使用するジェット

シューター15個の購入経費です。田野町、矢岳町、鹿

目町の３町内の機能別消防団の詰所に各５個配備

されます。

・ 災害対策費　506万7千円

　災害対策としてマンホールトイレ整備事業による

建屋本体、便器など備品購入に要する経費等です。

・ 学校管理費（小学校）　324万9千円

　来年度の小学校入学児童への入学お祝い品（体操

服上下）購入経費のほか、東小学校と東間小学校のイ

オン化式煙感知器の取替修繕などに係る経費です。

・ OA機器購入費（小学校）　679万8千円

　各小学校に電子黒板を２台ずつ、合計12台配備す

るための経費です。

・ OA機器購入費（中学校）　424万3千円

　第一中学校と第二中学校に電子黒板１台ずつ、第

三中学校にiPadを20台配備するための経費です。

・ スポーツコーディネーター業務委託料　127万1千円

　小学校運動部活動の社会体育移行に伴うスポー

ツコーディネーター業務委託に係る経費です。

　市のほうでは、現在の部活動の時間帯で、各小学

校の施設を利用して、特定の種目ではなく、総合的

な運動を実施するという事で、検討委員会で意見を

いただきながら進めています。実施については本年

度２学期後半から３学期にかけて予定されていま

す。委託期間は平成30年10月１日から平成31年３

月31日、委託先としてNPO法人　人吉市体育協会

が予定されています。

・ 債務負担行為補正の追加（給食調理業務委託料）

２億2,680万円

　次期委託業者を選定するにあたり、根拠となる予

算を確保する必要があるため、事業期間を平成34年

度までとして、限度額を２億２千680万円とするも

のです。

総務文教委員会報告 ●委員長　大塚 則男　●副委員長　宮﨑 保
●委　員　平田 清吉 ・ 犬童 利夫 ・ 西 信八郎 ・ 本村 令斗

一般会計補正予算（第４号）を承認
〇補正の主なもの
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条例の一部改正・規約の変更４件を承認
〇人吉市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条

　例の一部を改正する条例：消費者教育推進地域協

　議会の会長日額報酬額 6,000 円、委員日額報酬 5,500

　円の規定が追加されました。

〇人吉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

　基準を定める条例の一部を改正する条例：改正点

　は、代替保育に係る連携施設の確保義務の緩和、家

　庭的保育者の居宅で保育が行われている家庭的保

　育事業に対する自園調理に関する規定の適用猶予

　期間の延長、家庭的保育者の居宅で保育が行われて

　いる家庭的保育事業に対する食事の提供の特例に

　係る外部搬入施設の拡大です。

〇人吉市介護保険事業計画等策定・運営委員会条例

　の一部を改正する条例：人吉市介護保険事業計画

　等策定・運営委員会委員の任期が現行の２年から

　３年に変更、委員会の運営に関し必要な事項につい

　て委員長が委員会に諮って決める等補則事項が改

　正されました。

〇熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更：

　広域連合議会議員の定数を現行の 32 人から構成市

　町村から各１人の 45 人とし、議員の選出方法を団

　体推薦又は個人推薦から各市町村議会の選挙とし、

　議員の任期を２年から「市町村の長又は議員の任

　期」に変更し、構成 45市町村の同文 議決を必要と

　するものです。「住民の声をしっかり代弁できるこ

　とが担保できないと思う」との反対の意見があり、

　挙手による採決の結果、賛成多数で原案のとおり認

　めました。

井ノ口第二水源地自家用発電施設整備に伴う債務負
担行為を承認
　井ノ口第二水源地自家用発電施設は、予想困難な大

規模地震や風水害等の自然災害や突発的な事故によ

る停電に備え、自家用発電施設の整備を行い災害時等

の水道水の供給を確保するものです。来年度からの稼

働を目指しており、今年度から準備を行う必要がある

ので、リース契約に関する予算の債務負担行為を承認

しました。

●委員長　高瀬 堅一　●副委員長　永山 芳宏　
●委　員　塩見 寿子 ・ 井上 光浩 ・ 三倉 美千子 ・ 田中 哲厚生委員会報告

井ノ口第二水源地自家用発電施設整備予定地

矢岳四ツ谷線路肩崩壊現場

●委員長　笹山 欣悟　●副委員長　豊永 貞夫
●委　員　宮原 将志 ・ 福屋 法晴 ・ 村上 恵一 ・ 仲村 勝治経済建設委員会報告
り、執行部から「総事業費が2艘分400万円で、その内

半分の200万円を補助するものである」との説明があ

りました。

　また、まち・ひと・しごと総合交流館について委員か

ら、「温泉の場所がわかるようにしてほしい」「看板を人

吉駅に設置してほしい」といった意見があっています。

　建設部関係においては、ユニバーサルデザイン建築

物整備促進事業補助金、市内一円の道路維持補修費、社

会資本整備総合交付金事業で行う市道路線の測量設計

業務委託料、曙橋補修工事費などを計上しています。

　また、平成30年6月19日から21日及び7月5日から8

日の梅雨前線豪雨により発生した矢岳四ツ谷線路肩

及び落石防護柵災害復旧工事費、柳田川河川災害復旧

工事費等が計上されており、現地視察を行いました。

曙橋補修工事請負額を4億3,661万5,089円に減額
し締結
　曙橋補修工事については、平成30年3月定例会にお

いて、塗膜剝離剤を使用した工法に変更し対処するた

め、工事請負額を4億4,102万3,355円に変更し承認し

ました。今回、ひび割れが当初の見込みより増えたこ

となどにより2,137万3,862円の増額、塗装塗り替え

工、舗装・防水工及びその他の工種で2,578万2,128円

の減額となり、合計で440万8,266円の減額となった

ため、工事請負額を変更するものです。

一般会計補正予算経済部関係に4,545万3千円、建設
部関係に2億2,218万８千円を計上
　経済部関係においては、耕作放棄地解消支援事業交

付金、梢山ため池ハザードマップ作成業務委託料、西

間上地区の水路及び温泉地区の用排水路、下戸越地区

頭首工改修工事費、くまもとの森林利活用最大化事業

補助金、くま川下り株式会社における新造船事業に対

する補助金、まち・ひと・しごと総合交流館における温

泉施設のトイレ改修、施設正面玄関口周辺の既存ブ

ロック塀の撤去及びフェンス新設工事などを計上し

ています。

　委員から、くま川下りの補助金についての質疑があ
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●委員長　永山 芳宏　●副委員長　 高瀬 堅一
●委　員　塩見 寿子 ・ 犬童 利夫 ・ 西 信八郎 ・ 笹山 欣悟 ・ 村上 恵一 ・ 三倉 美千子 ・ 仲村 勝治

市庁舎建設に関する特別委員会報告

●委員長　福屋 法晴　●副委員長　宮﨑 保
●委　員　宮原 将志 ・ 大塚 則男 ・ 平田 清吉 ・ 井上 光浩 ・ 豊永 貞夫 ・ 本村 令斗 ・ 田中 哲

治水・防災に関する特別委員会報告

　第16回治水･防災に関する特別委員会を９月５日

（水）、午前10時から開催し、行政視察について、熊本県

管理河川の水位についての２点の審議を行いました。

行政視察については、熊本地震における被災地の復

旧・復興について現地視察を行い、今後の人吉市の治

水・防災対策の参考にするためのものです。

　次に熊本県管理河川の水位については、球磨地域振

興局の森土木部長を初め３名の方々にご出席をいた

だき、「万江川及び胸川の水防基準水位について」、「洪

水時における河川管理者からの情報提供等（ホットラ

インの構築）について」、「危機管理型水位計について」

の３点について詳しく説明をいただきました。

　１点目の「万江川及び胸川の水防基準水位につい

て」は、知事が洪水により重大な損害が生じる恐れが

あるものとして指定した水位情報周知河川において、

水防管理者や地域住民に水防活動や避難活動の指針

となる水位情報を提供するもので、県内67河川に設置

されており、人吉市内では、万江川と胸川に水位が設

定されております。水防団待機水位、氾濫注意水位、避

難判断水位、氾濫危険水位の４種類あります。

　２点目の「洪水時における河川管理者からの情報提

供等（ホットラインの構築）について」は、平成28年台

風10号の岩手県岩泉町の水害において、避難勧告の発

令基準に達していたことが町長に伝わらず、避難勧告

が発令されない状況の下、死者・行方不明者が、21名に

上ったことから、平成29年２月に「中小河川における

ホットライン活用ガイドライン」が策定されました。

ホットラインは、水防警報河川において、氾濫危険水

位に達した際に市町村長等に直接河川水位情報を提

供するもので、適切に判断できるようにするためのも

のです。

　３点目の「危機管理型水位計について」は、近年の豪

雨災害を踏まえ、国土交通省が「全国の中小河川の緊

急点検」により、人家や重要な施設の浸水の危険性が

高く、的確な避難判断のための水位観測が必要な箇所

を選定するもので、人吉市においては、山田川（五十鈴

橋）と出水川に設置予定とのことでした。

　その後委員から、危機管理型水位計の情報は携帯電

話に常時入ってくるのか、水防基準水位について観測

点以外の橋脚にも表示することはできないかなどの

質疑が上がり、今後県河川課において検討していきた

いとの説明がありました。

したいとのことでした。委員からは、西間別館のリノ

ベーションの時期について、エレベーターは必要かの

質疑がありました。間仕切り等の予算240万円等は既

決予算で対応することに承認決定しました。

新庁舎等什器整備基本計画案
　新庁舎等什器整備基本計画案の基本方針は、災害復

旧活動を迅速に行うため業務継続性の確保、オープン

フロアへの対応、ICTや文書管理など他の施策との連

携、コスト削減が挙げられています。また什器等整備

基準として、机・椅子・収納・会議机等の規格について

資料をもとに説明があり、委員からは、使用可能な机・

椅子等はどうするのか、ユニバーサルプランにマッチ

するのか、新JIS規格の物はどれくらいあるのか等の

質疑がありました。

旧熊本地方法務局人吉支局取得を契約
　九州財務局と見積もり合わせを実施した結果、取得

契約金額800万円で国と契約を締結したとの報告があ

りました。

第29回目を9月5日に開催
申告会場確保に向けた西間別館配置計画案が提示さ
れる
　申告会場確保に向けた西間別館配置計画案は、申告

会場を現在税務課が執務室として使用しているプレ

ハブを活用するため、西間別館2階の配置変更が必要

になります。環境課を農業委員会の隣に移動し、環境

課の執務室を会議室に、２階にある２つの会議室を建

設部管理課市営住宅係と高齢者支援課分室に、福祉課

隣の書庫室を１階の階段室に移して書庫室の壁を撤

去し、空いたスペースに福祉課をずらし、高齢者支援

課分室と建設部管理課市営住宅係の執務室だった場

所を税務課とする計画です。また、今年中の発注は困

難だが、エレベーター設置が検討されています。なお、

西間別館の配置変更に伴う移動は、11月23・24・25日

の連休中に予定されています。執行部からは市民の皆

様にできるだけ影響が出ないような形で考えている

との説明を受けました。その移動に伴う費用として、

壁等の撤去の費用が約240万円、LAN配線工事等の費

用は予備費での対応を見込んでおり、既決予算で対応
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し
た
い
。

生
産
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る

　
　
　
　
畜
産
振
興
に
つ
い
て

無
駄
に
な
っ
た
税
金
の
責
任
を

　
　
　
　
　
　
ど
う
取
る
の
か

問問問 答答答

笹山　欣悟

（5）

　一般質問とは、年４回行われる定例会で、議員が市に対して政策の見直しや
新たな政策を提言する議員の重要な活動の一つです。
　９月定例会では、９月11日から13日までの３日間で14人の議員が登壇し、
さまざまな視点から活発な議論が行われました。
　その要旨を各議員が報告します。掲載は質問順としています。

一般質問一般質問一般質問一般質問
～市政の内容を問う～～市政の内容を問う～



（6）

　

本
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
約

20
年
前
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
早
急
に
見

直
す
べ
き
で
は
。

　

現
在
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
は
、

２
０
２
２
年
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
残
り
４
年

を
か
け
て
計
画
を
準
備
し
て
い
き
た
い
。

　

現
行
の
都
市
計
画
区
域
及
び
都
市
計
画
税

は
、
見
直
す
べ
き
で
は
。

　

都
市
計
画
区
域
に
指
定
す
る
こ
と
で
、
区
域

内
に
お
け
る
建
築
行
為
や
開
発
行
為
等
に
対
し

て
の
許
可
制
度
、
建
ぺ
い
率
や
容
積
率
と
い
っ

た
建
物
の
規
模
に
係
る
規
制
、
敷
地
の
接
道
義

務
や
道
路
後
退
な
ど
一
定
の
制
限
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
現
時
点
で
は
慎
重
で
あ
り
た

い
。
都
市
計
画
税
は
目
的
税
で
あ
り
、
ま
ち
づ

く
り
や
生
活
環
境
整
備
、
保
全
事
業
の
財
源
と

し
て
お
り
、
見
直
し
は
困
難
。

問問 答答
都
市
計
画
区
域
・
都
市
計
画
税
の

　
　
　
　
　
　
見
直
し
に
つ
い
て

　

新
市
庁
舎
の
予
定
価
格
事
前
公
表
・
工
事
発

注
計
画
に
つ
い
て
は
。

　

工
事
指
名
競
争
入
札
参
加
選
定
で
新
市
庁
舎

建
設
に
伴
い
予
定
価
格
の
事
前
公
表
に
つ
い

て
、
入
札
発
注
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
充
分
検

討
の
上
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

　

各
種
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

品
質
・
競
争
性
に
充
分
配
慮
し
、
工
事
進
捗

状
況
に
お
い
て
、
地
元
事
業
者
が
受
注
で
き
る

よ
う
発
注
に
努
め
る
。
建
設
資
材
納
入
・
下
請

け
業
者
等
対
応
可
能
な
も
の
は
、
市
内
事
業
者

利
用
に
努
め
る
よ
う
に
入
札
公
告
に
明
示
す
る

こ
と
を
検
討
し
た
い
。

※
そ
の
他
、
小
中
学
校
部
活
動
・
家
庭
訪
問
の
有

無
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
・
児
童
生
徒
に
対
し

説
明
不
足
、
丁
寧
に
説
明
を
行
う
こ
と
が
必
要

と
指
摘
し
た
。

問問 答答
市
庁
舎
建
設
は
地
元
企
業
体
で

　
　
　
　
　
　
　
施
工
す
べ
き

福屋　法晴

平田　清吉

　

今
年
６
月
７
月
の
豪
雨
の
際
発
令
さ
れ
た
避

難
情
報
で
、
実
際
に
避
難
さ
れ
た
方
は
１
％
に

も
満
た
な
い
状
況
だ
っ
た
。
「
平
成
30
年
７
月

豪
雨
」
で
の
被
害
状
況
を
考
え
る
と
、
速
や
か

に
避
難
し
て
も
ら
う
た
め
の
対
策
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

全
戸
に
配
布
し
て
あ
る
防
災
マ
ッ
プ
に
今
一

度
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、
避
難
情
報
を
信
じ

て
行
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
出
前
講
座
や
広

報
紙
を
活
用
し
て
避
難
情
報
の
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　

全
国
的
に
、
学
校
給
食
費
の
徴
収
を
学
校
単

位
で
徴
収
す
る
方
式
か
ら
、
直
接
市
が
徴
収
し

て
管
理
す
る
「
公
会
計
」
方
式
が
増
え
て
い
る

が
、
本
市
の
考
え
は
。　

　

他
自
治
体
の
状
況
な
ど
、
検
討
・
研
究
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問問 答答
本
市
の
避
難
情
報
発
令
と

　
　
　
給
食
費
徴
収
に
つ
い
て

豊永　貞夫

一
般
質
問



　

買
い
物
支
援
・
買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。　
　

　

厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
な
ど
国
に
お
い

て
も
議
論
が
な
さ
れ
、
各
地
で
買
い
物
支
援
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
買
い
物
は
、
食
生
活
の
維
持
に

必
須
な
も
の
と
捉
え
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
も
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
買
い
物
さ
れ
食

を
確
保
さ
れ
る
か
、
相
談
に
乗
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む

中
、
商
工
業
等
、
他
分
野
と
と
も
に
連
携
し
対

策
を
立
て
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。　

　

民
間
業
者
と
連
携
し
、
買
い
物
支
援
事
業
を

充
実
し
継
続
す
べ
き
で
は
。

　

地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
生
活
を
長
く
続
け

る
た
め
に
も
買
い
物
支
援
は
、
ま
す
ま
す
重
要

と
考
え
て
い
る
。

買
い
物
支
援
・
買
い
物
弱
者

　
　
　
　
　
　
対
策
に
つ
い
て

問問 答答

大塚　則男

　

紺
屋
町
東
間
線
（
国
道
２
１
９
号
東
間
交
差

点
か
ら
菊
竹
歯
科
付
近
）
の
道
路
へ
張
り
出
し

て
い
る
樹
木
や
竹
な
ど
に
つ
い
て
、
道
路
管
理

者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

車
両
等
の
通
行
に
支
障
と
な
る
部
分
に
つ
い

て
は
、
支
障
木
伐
採
業
務
委
託
で
の
伐
採
を
検

討
し
て
い
く
。

　

青
井
西
間
線
（
国
道
２
１
９
号
か
ら
、
み
の

だ
内
科
循
環
器
科
付
近
）
の
歩
道
未
設
置
部
分

に
つ
い
て
の
今
後
の
整
備
方
針
は
。

　

人
吉
球
磨
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
開
通
や
新
市
庁

舎
が
完
成
す
る
と
、
周
辺
道
路
の
利
用
状
況
が

大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。
交
通

量
の
調
査
や
県
と
の
協
議
を
行
い
な
が
ら
今
後

の
整
備
方
針
を
決
定
し
た
い
。

※
そ
の
他
、
関
係
人
口
の
創
出
、
消
防
団
員
の
確

保
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

人
吉
球
磨
ス
マ
ー
ト
I
C

　
　
周
辺
道
路
の
安
全
対
策
は

問問 答答

宮原　将志

　

お
試
し
永
野
号
の
利
用
状
況
と
、
委
託
費

は
。

　

平
成
28
年
度
は
１
カ
月
間
７
回
運
行
で
利
用

が
15
人
、
29
年
度
は
４
カ
月
間
52
回
運
行
で
利

用
が
71
人
だ
っ
た
。
委
託
料
に
つ
い
て
、
平
成

28
年
度
は
基
本
委
託
料
を
支
払
っ
て
い
る
の
で

単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
が
28
年
度
が
26
万

８
，
３
０
０
円
、
29
年
度
が
７
万
７
，
１
０
０

円
で
あ
っ
た
。

　

永
野
号
の
本
格
運
行
計
画
は
。

　

利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
通
院
、
買

い
物
が
多
く
、
自
宅
付
近
で
乗
り
降
り
で
き

る
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
を
望
ま
れ
る
方
が
多
か
っ

た
。
本
格
運
用
は
、
こ
の
実
証
運
行
で
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
を
基
に
、
新
た
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
検
証
し
、
住
民
の
意
見
を
聞

い
た
上
で
今
後
の
計
画
を
検
討
し
た
い
。

公
共
交
通
の
空
白
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　
運
行
計
画
は

問問 答答

宮﨑　保

（7）

一
般
質
問



　

大
分
県
豊
後
高
田
市
は
「
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
！
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
給
食
費
、

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
、
共
に
無
料
！
め
ざ
せ

子
育
て
満
足
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
！
」
と
宣
言
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に
充
て
て
い
る
。
本
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
総
額
は
、
平
成
29

年
度
は
１
億
６
，
６
５
８
万
円
。
18
歳
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
は
あ
と
１
，
５
２
０
万
円
、
給

食
費
無
償
化
は
あ
と
１
億
１
千
万
円
ほ
ど
、
合

計
で
１
億
２
，
５
２
０
万
円
で
実
現
で
き
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
全
部
使
う
く
ら
い
の
本
気
度

で
、
子
育
て
支
援
を
し
た
ら
ど
う
か
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
は
議
会
の
承
認
を
得

て
有
効
に
活
用
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
使
う
よ
う
に
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
難
し
い
。

問答

塩見　寿子

（8）

　

開
所
前
に
、セ
ン
タ
ー
長
を
解
雇
し
、約
９
０
０

万
円
の
税
金
が
無
駄
と
な
っ
た
。セ
ン
タ
ー
長
の

人
選
に
は
市
も
入
る
予
定
と
説
明
し
な
が
ら
入
っ

て
い
な
い
。な
ぜ
議
会
採
択
の
と
お
り
に
し
な
か

っ
た
の
か
。

　

事
業
主
の
方
を
増
や
し
た
ほ
う
が
良
い
と
判

断
し
て
行
っ
た
が
、市
民
・
議
会
へ
の
報
告
や
対

応
が
不
適
切
で
あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。

　

損
害
の
責
任
や
損
失
補
填
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　

事
業
全
体
の
評
価
を
頂
い
た
時
に
、
市
長
と

し
て
責
任
を
決
断
し
た
い
。

※
そ
の
他
、
多
数
の
市
職
員
の
中
途
退
職
の
現
状

の
中「
市
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
」、
ま
た「
学
校

教
育
現
場
か
ら
」と
し
て
、
小
中
学
生
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
問
題
や
学
校
施
設
の
現
状
と
整
備
計

画
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問問答 答

高瀬　堅一

　

市
民
健
診
で
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
を
、
き
じ
馬

ス
タ
ン
プ
の
ポ
イ
ン
ト
券
に
変
更
し
た
が
、
そ

の
発
行
状
況
と
市
民
の
反
応
は
ど
う
か
。

　

50
ポ
イ
ン
ト
の
引
換
券
を
８
月
末
現
在
で

２
，
２
５
９
枚
発
行
。
市
民
か
ら
は
「
健
診
を

受
け
て
ポ
イ
ン
ト
ま
で
も
ら
え
る
の
は
嬉
し

い
」
「
た
め
る
必
要
が
な
い
の
で
使
い
や
す

い
」
な
ど
喜
び
の
声
が
多
い
。

　

結
婚
や
出
産
お
祝
い
、
移
住
関
連
や
空
き
家

バ
ン
ク
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
活
用

で
、
全
国
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
行
政
ポ
イ
ン

ト
を
本
市
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
取
り
入
れ
て

み
て
は
ど
う
か
。

　

各
課
の
情
報
共
有
と
と
も
に
、
今
後
は
費
用

対
効
果
を
含
め
、
国
や
他
の
自
治
体
の
実
態
と

動
向
を
調
査
し
た
上
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

行
政
ポ
イ
ン
ト
の
推
進

人
吉
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

子
育
て
世
代
の

　
　
　
　
負
担
軽
減
に
つ
い
て

問問 答答

村上　恵一

一
般
質
問



　

西
日
本
豪
雨
で
は
避
難
の
遅
れ
が
被
害
の
拡

大
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。６
月
豪
雨
の
状
況

と
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
の
研
修
等
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　

東
間
校
区
５
町
内
に
避
難
指
示
を
発
令
し

た
。
対
象
の
う
ち
避
難
さ
れ
た
方
は
2
・
7
％

と
少
な
か
っ
た
。
災
害
時
に
活
動
を
行
う
防
災

サ
ポ
ー
タ
ー
へ
火
の
国
ぼ
う
さ
い
塾
受
講
等
の

情
報
を
提
供
し
、
防
災
士
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

中
小
河
川
の
水
位
計
の
設
置
は
。

　

山
田
川
五
十
鈴
橋
と
出
水
川
の
下
林
町
地
内

に
危
機
管
理
型
水
位
計
を
設
置
予
定
で
、
住
民

へ
周
知
し
た
い
。

　

た
め
池
の
点
検
及
び
管
理
は
。

　

市
内
４
カ
所
あ
り
、
大
雨
や
台
風
、
地
震
時
に
点

検
し
、
修
理
等
も
実
施
。梢
山
防
災
重
点
た
め
池
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
計
画
し
て
い
る
。

問問問 答答答

犬童　利夫

　

大
畑
地
区
等
に
お
い
て
「
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
」
実
証
運
行
結
果
か
ら
補
助
額
や
利
用
者

の
推
移
を
踏
ま
え
、
国
・
県
へ
の
財
政
支
援
を

早
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
ほ
か
、
路
線
バ
ス

な
ど
を
維
持
す
る
経
費
は
年
々
増
加
傾
向
で
あ

る
。
今
後
も
引
き
続
き
関
係
自
治
体
と
協
力
し

国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局
並
び
に
県
に
も
協
力

し
て
も
ら
い
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
み

た
い
。

　

市
長
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
今
年
度
目
標
を
５

億
円
と
言
わ
れ
た
が
経
費
な
ど
実
質
的
な
額
を

示
す
べ
き
で
は
。

　

昨
年
は
寄
附
額
の
う
ち
送
料
を
含
む
返
礼
品

代
に
約
40
％
、
事
務
費
に
約
15
％
の
経
費
が
か

か
っ
た
が
、
説
明
が
不
足
し
て
い
た
。
今
後
は

実
態
も
合
わ
せ
て
説
明
し
た
い
。

問問 答答
乗
合
タ
ク
シ
ー

　
　
　
財
政
支
援
要
望
を
　
他

豪
雨
災
害
対
応
と

　
防
災
重
点
た
め
池
に
つ
い
て

井上　光浩

問問 答答

仲村　勝治

　

野
生
猿
の
群
れ
を
管
理
す
る
基
礎
情
報
が
必

要
。こ
の
情
報
は
、
現
地
を
歩
き
、
被
害
状
況
や

加
害
状
況
を
調
査
す
る
行
政
の
担
当
者
、
獣
の

専
門
家
、
地
域
住
民
を
一
体
に
し
た
グ
ル
ー
プ

が
必
要
。設
置
の
考
え
は
。

　

調
査
班
の
業
務
内
容
、
個
々
の
身
分
や
待
遇

と
い
っ
た
位
置
づ
け
な
ど
課
題
も
多
い
。
市
の

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
意
見
な
ど
も
参
考
に

し
な
が
ら
研
究
し
た
い
。

　

１
０
０
頭
の
雌
猿
が
い
る
と
１
０
０
頭
の
子

猿
が
生
ま
れ
る
。寿
命
は
約
20
年
。野
生
猿
は

年
々
増
加
す
る
が
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
へ
の

対
応
は
。

　

大
畑
校
区
で
は
児
童
の
目
撃
情
報
は
あ
る
が

被
害
報
告
な
し
。
日
ご
ろ
か
ら
児
童
生
徒
に
対

し
て
猿
と
遭
遇
し
た
時
の
対
応
を
指
導
し
て
い

る
。 野

生
猿
の
増
加
と
行
政
の
対
応

（9）

一
般
質
問
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…「表決が割れた」議案とその議員別表決…

… 平成３０年９月定例会の議案等の議決結果 …

議員別表決

〇：議案に対して賛成　　●：議案に対して反対　　／：議長は表決に加わりません

議
案
番
号

塩
見
　
寿
子

宮
原
　
将
志

高
瀬
　
堅
一

大
塚
　
則
男

宮
﨑
　
保

平
田
　
清
吉

犬
童
　
利
夫

井
上
　
光
浩

豊
永
　
貞
夫

西
　
信
八
郎

本
村
　
令
斗

笹
山
　
欣
悟

福
屋
　
法
晴

村
上
　
恵
一

永
山
　
芳
宏

三
倉
美
千
子

仲
村
　
勝
治

田
中
　
哲

議第
72号

熊本県後期高齢者医療広
域連合規約の一部変更に
ついて

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 員 氏 名　　

議 案

… 平成３０年９月定例会の請願・陳情等の議決結果 …

件　　　　名番　　号 議決結果

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

継 続 審 査

継 続 審 査

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

継 続 審 査

原 案 可 決

原 案 可 決

議 第 5 9 号

議 第 6 0 号

議 第 6 1 号

議 第 6 2 号

議 第 6 3 号

議 第 6 4 号

議 第 6 5 号

議 第 6 6 号

議 第 6 7 号

議 第 6 8 号

議 第 6 9 号

議 第 7 0 号

議 第 7 1 号

議 第 7 2 号

議 第 7 3 号

議 第 7 4 号

意見第15号

意見第16号

平成３０年度　人吉市一般会計補正予算（第４号）

平成３０年度　人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度　人吉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度　人吉市介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度　人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度　人吉市水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度　人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度　人吉市工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号）

平成２９年度人吉市水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定について

平成２９年度人吉市公共下水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定について

人吉市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

人吉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

人吉市介護保険事業計画等策定・運営委員会条例の一部を改正する条例の制定について

熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について

工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更について

平成２９年度　人吉市歳入歳出決算認定について

日本語の指導等を必要とする児童・生徒への教育に対する国の支援を求める意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書

件　　　　名付託委員会 議決結果

継 続 審 査

継 続 審 査

経済建設委員会

経済建設委員会

農道整備（拡幅・舗装）に関する陳情書

最低賃金の大幅引き上げと全国一律制度および、開かれた最低賃金審議会のあり方を求める陳情



（11）

上記の意見書は、国などの関係機関に提出しました。

上記の意見書は、10月26日に県へ要望活動を行うとともに、
国などの関係機関に提出しました。

　近年、国際化の進展や外国人労働者の受け入れ

に伴い、地方においても外国をルーツに持つ子供

たちが増加傾向にある。日本語の指導等が必要な

ケースの場合、人材の確保など、その対応・対策に

行政、学校現場共に苦慮をしている状況であり、特

に自治体における日本語支援サポーターに対する

報酬等、今後増大することが見込まれる財政面で

大きな課題を抱えている。

　そのような中、本年３月に中央教育審議会から

答申がなされた第３期教育振興基本計画における

基本的な方針の中で、日本語指導が必要な子供に

ついて国内の学校生活に適応するよう指導を行う

必要があることが明記されているが、この方針を

受けて、一刻も早く国の積極的な関与が行われな

ければ、当該児童・生徒における教育の機会均等

と一定水準の教育を保つことは困難であり、他の

児童・生徒への影響や何よりも教育の地域格差を

拡大することが深く憂慮されている。

　今後さらに国際社会の一員として、児童の権利

に関する条約に基づく教育環境を整えることは国

の責務であり、日本語指導が必要な児童・生徒へ

の教育活動について、国の積極的な関与及び財政

面をはじめ国の支援を強く求めるものである。

１ 社会保障、災害対策、環境対策、地域交通対策、

人口減少対策など、増大する地方自治体の財政

需要を的確に把握し、これに見合う地方一般財

源総額の確保をはかること。

２ 子ども・子育て支援新制度、地域医療の確保、

地域包括ケアシステムの構築、生活困窮者自立

支援、介護保険制度や国民健康保険制度の見直

しなど、急増する社会保障ニーズへの対応と人

材を確保するための社会保障予算の確保およ

び地方財政措置を的確に行うこと。

３ 地方交付税における「トップランナー方式」の

導入は、地域によって人口規模・事業規模の差

異、各自治体における検討経過や民間産業の展

開度合いの違いを無視して経費を算定するも

のであり、廃止・縮小を含めた検討を行うこと。

４ 災害時においても住民の命と財産を守る防災・

減災事業は、これまで以上に重要であり、自治

体庁舎をはじめとした公共施設の耐震化や緊

急防災・減災事業の対象事業の拡充と十分な

期間の確保を行うこと。また、2015 年度の国勢

調査を踏まえた人口急減・急増自治体の行財

政運営に支障が生じることがないよう、地方交

付税算定のあり方を引き続き検討すること。

５ 地域間の財源偏在性の是正のため、偏在性の小

さい所得税・消費税を対象に国税から地方税

への税源移譲を行うなど、抜本的な解決策の協

議を進めること。

同時に、各種税制の廃止、減税を検討する際に

は、自治体財政に与える影響を十分検証した上

で、代替財源の確保をはじめ、財政運営に支障

が生じることがないよう対応をはかること。

６ 地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の

強化をはかり、市町村合併の算定特例の終了を

踏まえた新たな財政需要の把握、小規模自治体

に配慮した段階補正の強化などの対策を講じ

ること。

同時に、地方交付税原資の確保については、臨

時財政対策債に過度に依存しないものとし、対

象国税４税（所得税・法人税・酒税・消費税）

に対する法定率の引き上げを行うこと。

【議会報編集委員会】    委員長／田中 哲　　副委員長／仲村 勝治
委　員／高瀬 堅一・大塚 則男・豊永 貞夫・本村 令斗・笹山 欣悟・永山 芳宏

次の定例会は
　　12月の予定です

編
集
後
記

　

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

と
は
、
普
段
か
ら
準
備
を

し
て
お
け
ば
、
い
ざ
と
い

う
時
何
も
心
配
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
猛
暑

に
よ
る
熱
中
症
・
大
雨
に

よ
る
災
害
・
台
風
災
害
・

地
震
災
害
が
毎
年
の
よ
う

に
日
本
全
国
で
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
災
害
対
策
を

万
全
に
期
し
て
い
て
も
、

自
然
災
害
に
苦
し
め
ら
れ

る
日
々
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
助
け
合
い
の
心
で

発
災
後
は
、
前
を
向
い
て

復
旧
活
動
に
尽
力
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

秋
晴
れ
の
中
、
黄
金
色

に
実
っ
た
稲
が
、
コ
ン
バ

イ
ン
に
よ
っ
て
稲
刈
り
作

業
が
進
む
今
年
の
収
量

は
、
食
味
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
鳥
獣
被
害
に
頭
を
悩

ま
さ
れ
る
市
民
の
皆
様
も

多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。今
後
も
、
市
議
会
の
様

子
を
、
議
会
だ
よ
り
を
通

じ
て
お
届
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
表
紙
写
真
・
文
責

：

　
　
　
　
　

永
山　

芳
宏
）

★日本語の指導等を必要とする児童・生徒への教育に対する
　国の支援を求める意見書（要旨抜粋）

★地方財政の充実・強化を求める意見書（項目のみ抜粋）

９
月
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書



（12）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

順 質　問　項　目 質　問　の　要　旨 担　当 順 質　問　項　目 質　問　の　要　旨 担　当
各 学 校 の 子 ど も 議 員 が 質 問 した 内 容各 学 校 の 子 ど も 議 員 が 質 問 した 内 容

人吉市議会の審議の様子をインターネットで
視聴することができます！

議会報告会・意見
交換会の

 議会報告会・意見交換会を下記
のとおり開催します。どなたでもお
気軽にお越しください。

昨年度の議会報告会

日時：平成３１年２月２日（土）
   午後２時～４時
場所：人吉市総合福祉センター
   会議室

お知らせ　人吉市議会では、議会の IT 化を推進しており、平成30年 12
月定例会からYouTube（ユーチューブ）を活用した本会議の配
信を行います。
　これまでスマートフォン等の携帯機器端末からは視聴する
ことができませんでしたが、12月定例会から視聴することが
できるようになりました。
　なお、動画を視聴される際は、以下の視聴方法及び注意（免責）事
項に同意のうえ、ご覧ください。

　人吉市議会では、人吉市教育委員会と共催で「人吉市子ども議
会」を平成 30 年 10月19日（金）に開催しました。
　市内３中学校の第３学年の各クラスから、生徒各２人の合計 18
人からなる「子ども議員」が、市民生活と行政との関わり、市が直面
するさまざまな課題やまちづくりについて、活発に質問しました。ま
た、代表２名が議長を交代で務め、議事進行にも挑戦しました。

〇配信の内容

〇視聴方法

〇注意・免責事項

議場で行われる本会議

YouTubeの視聴には、最新のブラウザ、良好なインターネット環境が必要と
）。いさだく認確ごてにトイサブェウのebuTuoYはくし詳※（。すまりな

（１）動画は、人吉市議会の公式記録ではありません。本会議の公式記録につ
いては、会議録をご覧ください。会議録は、会期が終了した概ね 3ヵ月後
に市ホームページ、市議会事務局、市図書館にて閲覧できます。

（２）動画の著作権は本市議会に属します。なお、動画の画面あるいは内容を
許可なく他のウェブサイトや著作物等へ転載することを禁止します。また、著作権法で許された範囲を超えた複製を固く禁止します。
著作権法で許された範囲内で複製する場合でも、その複製物を目的外に利用したり、内容を改変することを禁止します。

（３）映像配信画面に表示される企業広告は、本市議会とは一切関係がありません。また、広告によるいかなる損害についても、本市議会
は一切責任を負いません。

（４）本市議会は、各映像配信を管理する企業とは契約関係にないため、配信が正常に視聴できない場合、または視聴することにより何ら
かの損害が生じた場合にも、本市議会は一切責任を負いません。

（５）スマートフォン等でご覧頂く際に通信事業者のパケット通信料がかかりますので、ご注意ください。
（６）多数の方が同時に中継をご覧になった場合、映像の表示に支障がある場合がありますのでご了承ください。
（７）YouTube 上におけるコメントおよびハイライト等の作成はご遠慮いただいております。コメントおよびハイライト等につきましては、

予告なく削除することがありますので、あらかじめご了承下さい。

人吉市子ども議会を開催しました

〇子育て支援
〇医療、出産
〇スマート IC
◯大型店舗誘致

〇観光名所
「大畑駅」
〇教室周辺の冷水
機設置

〇福祉を交通の視点
から見た意見及び
交通整備
〇経済産業面での
新しい雇用の形
◯高齢者雇用

〇歴史や伝統・文化
に触れるイベント
〇歴史や伝統・文
化に関する教育

健康福祉部

建設部

企画政策部

教育部

建設部

経済部

教育部

〇市主催の交流イベント
〇「スポーツ」を通しての交流
〇「食」を通しての交流
〇子供たちのむし歯予防

〇結婚問題及びスポーツ施設
の充実（スポーツ観光都市）

〇消火器設置場所の把握、
防災グッズ
〇土砂災害、防災訓練

〇SNS（インスタグラム等）
の活用
〇フリーWi-Fi の設置

教育部

経済部
健康福祉部

企画政策部
教育部

総務部

〇人吉ならではの特産物の
PR

経済部

企画政策部

第二中学校３年２組
　　　 　柴原 隼輝　漆下 まどか
①若者が減少しない街づくり
　について

子ども議員

第三中学校３年
　　　 　嶽本 潤　上村 萌衣　　
①観光名所「大畑駅」について
②教室周辺への冷水機設置
　について

子ども議員

第一中学校３年２組
　　　 　早田 隆之介　山本 竜暉
①福祉・経済産業から創る
　まちづくりについて

子ども議員

第一中学校３年４組
　　　 　　脇 桃子　山口 愛加
①人吉の歴史や伝統・文化の
　継承について

子ども議員

第一中学校３年３組
　　　 　平　 麻衣　丸山 結衣
①人吉市の健康・福祉について
子ども議員

第二中学校３年４組
　　　 　甲斐 空斗夢　立山 らん
①まちづくりについて
子ども議員

第二中学校３年１組

①防災について
子ども議員

第一中学校３年１組
　　　 　田中 舞琳　渡辺 優美
①人吉市の観光産業の活性化
　について

子ども議員

第二中学校３年３組
　　　 　越替 菜々　山本 莉央
①「Made in 人吉」について
子ども議員
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